消臭剤適合試験要領
（渚水みらいセンター）

試験方法

　試料２００ｍｌを、３００ｍｌ容量の三角フラスコに採取し消臭剤を添加する。添加率は
１００、１５０、３００ｍｌ/ｍ３とする。添加直後、混合３０分後及び６０分後の硫化水素濃度とメチルメルカプタン濃度を測定する。なお検体は３０℃で保存すること。
ブランクとして、消臭剤を添加していないものについても同様の測定をする。

試験器具

1 臭気測定用三角フラスコ　図１参照

2 臭気測定　北川式ガス検知器　検知管

3 恒温器　３０±０．２℃　で設定可能なもの
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· 試験方法及び試験器具については渚水みらいセンターで行っているもので、器具及び器具の寸法等に違いがあれば、その旨を「選定した消臭剤の仕様」中の「試験条件の相違点」に記入してください。
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